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〔論文審査の要旨〕 

 近年リモート振動解析技術として、ビデオ解析に基づく振動計測の研究が活発に行われ、

1000fpsレベルの撮影・画像処理を行う高速ビジョンを用いた数百Hz～数 kHzオーダーの振動

解析が報告されている。この中で本論文では、音声周波数レベルの輝度信号を全ての画素で

デジタル処理できる振動スペクトルイメージングの概念を提案した上で、これらの処理結果を瞬

時可視化する実時間振動スペクトルカメラを開発し、その有効性をマルチコプターやミツバチ等

の音声周波数レベルの振動を伴う飛翔対象に対する追跡実験を通して示している。 

 第 1章及び第 2章では、本論文の学術的背景等を含めたイントロダクション、本論文に係る関

連研究について述べている。第 3 章では、実時間振動スペクトルイメージングの基本概念を提

案し、高速ビデオ画像の全ての画素の輝度信号に対して短時間フーリエ変換を実装することにより

、画素レベルでの振動源定位を可能とし、実際にこれらの処理をGPGPU上に実時間並列実装する

ことにより、VGA(640x480 画素)レベルでの実時間振動スペクトルイメージングを実現している。第 4

章では、画素レベルでのデジタルフィルタを実装することにより、数百回転/秒で回転するプロ

ペラを持つマルチコプター追跡を実現している。特にターゲット周波数に合わせたフレーム補

間に基づいた、画素レベルディジタルフィルタの処理量軽減に成功し、汎用 PC へのソフトウェ

ア実装のみでの実時間ドローン追跡に成功している。第 5 章では、200Hz を超える周波数で羽

ばたくミツバチの飛翔状態モニタリングを実現し、目視ではアピアランスでの視認が難しい場合

においても、画面内の複数ミツバチの飛翔軌跡について、飛翔状態に応じた羽ばたき周波数

変化とともに検出できることを確認した。第６章では全体の総括を述べている。 

以上、審査の結果、本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される資格があるものと認められ

る。 

備考：審査の要旨は，1,500 字以内とする。 


